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はじめに

『Sun Cluster Data Service for SAP liveCacheガイド (Solaris OS版)』は、Sun™ Cluster
HA for SAP liveCacheのインストールと構成方法について説明します。

このマニュアルは、Sunのソフトウェアとハードウェアについて幅広い知識を持って
いる上級システム管理者を対象としています。販売活動のガイドとしては使用しない
でください。このマニュアルを読む前に、システムの必要条件を確認し、適切な装置
とソフトウェアを購入しておく必要があります。

このマニュアルで説明されている作業手順を行うには、Solaris™オペレーティングシ
ステムに関する知識と、Sun Clusterと共に使用するボリューム管理ソフトウェアに関
する専門知識が必要です。

UNIXコマンド
このマニュアルでは、Sun Clusterデータサービスのインストールと構成に固有のコマ
ンドについて説明します。このマニュアルでは、 UNIX®の基本的なコマンドや手順
(システムの停止、システムのブート、デバイスの構成など)については扱いません。
UNIXの基本的なコマンドや手順については、次の情報源を利用してください。

� Solarisオペレーティングシステムのオンラインドキュメント
� Solarisオペレーティングシステムのマニュアルページ
� システムに付属するその他のソフトウェアマニュアル

5



表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用しま
す。

表 P–1表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -a を使用してすべてのファイル
を表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm
filenameと入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザーズガ
イド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー
名、強調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照してく
ださい。

この操作ができるのは、「スーパー
ユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \
XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

� Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

� Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェル

$ command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]
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[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

関連マニュアル
Sun Clusterの関連トピックについては、次の表に記載したマニュアルを参照してくだ
さい。 Sun Clusterのすべてのマニュアルは、http://docs.sun.comで入手できま
す。

トピック 関連文書

各データサービスのガ
イド

『Sun Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris OS版)』

各データサービスのガイド

概念 『Sun Clusterの概念 (Solaris OS版)』

概要 『Sun Clusterの概要 (Solaris OS版)』

ソフトウェアのインス
トール

『Sun Clusterソフトウェアのインストール (Solaris OS版)』

システム管理 『Sun Clusterのシステム管理 (Solaris OS版)』

ハードウェア管理 『Sun Cluster 3.x Hardware Administration Manual for Solaris OS』

各ハードウェア管理ガイド

データサービス開発 『Sun Clusterデータサービス開発ガイド (Solaris OS版)』

エラーメッセージ: 『Sun Cluster Error Messages Guide for Solaris OS』

コマンドおよび機能の
リファレンス

『 Sun Cluster Reference Manual for Solaris OS』

Sun Clusterの完全なマニュアルリストについては、ご使用のリリースの Sun Cluster
のリリースノート ( http://docs.sun.com) を参照してください。
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Sunのオンラインマニュアル
docs.sun.comでは、Sunが提供しているオンラインマニュアルを参照することがで
きます。マニュアルのタイトルや特定の主題などをキーワードとして、検索を行うこ
ともできます。URLは、http://docs.sun.comです。

ヘルプ
Sun Clusterをインストールまたは使用しているときに問題が発生した場合は、ご購入
先に連絡し、次の情報をお伝えください。

� 名前と電子メールアドレス (利用している場合)
� 会社名、住所、および電話番号
� ご使用のシステムのモデルとシリアル番号
� Solarisオペレーティングシステムのバージョン番号 (例: Solaris 8)
� Sun Clusterのバージョン番号(例: Sun Cluster 3.0)

サービスプロバイダのために、次のコマンドを使用して、システム上の各ノードに関
する情報を収集してください。

コマンド 機能

prtconf -v システムメモリのサイズと周辺デバイス情報を表示します

psrinfo -v プロセッサの情報を表示します

showrev –p インストールされているパッチを報告します

SPARC: prtdiag
-v

システム診断情報を表示します

scinstall -pv Sun Clusterのリリースおよびパッケージのバージョン情報を表示します

上記の情報にあわせて、/var/adm/messagesファイルの内容もご購入先にお知らせ
ください。
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Sun Cluster HA for SAP liveCacheの
インストールと構成

ここでは、Sun Cluster HA for SAP liveCacheをインストールして構成する手順につ
いて説明します。

この章では、次の手順について説明します。

� 14ページの「ノードを準備する」
� 15ページの「liveCacheをインストールして構成する」
� 16ページの「liveCacheをクラスタで実行可能にする」
� 17ページの「liveCacheのインストールと構成を確認する」
� 18ページの「Web Startプログラムを使用して Sun Cluster HA for SAP liveCache
パッケージをインストールする」

� 19ページの「scinstallユーティリティーを使用して、Sun Cluster HA for SAP
liveCacheパッケージをインストールする」

� 23ページの「Sun Cluster HA for SAP liveCacheを登録して構成する」
� 26ページの「Sun Cluster HA for SAP liveCacheのインストールと構成を確認する
」

Sun Cluster HA for SAP liveCacheの概
要
この情報は、Sun Cluster HA for SAP liveCacheによってliveCacheの可用性を向上さ
せる方法を理解するうえで役立ちます。

スケーラブルサービスの概念については、『Sun Clusterの概念 (Solaris OS版)』を参
照してください。

SAP Advanced Planner & Optimizer (APO)システムにおける単一点障害を排除する
ために、Sun Cluster HA for SAP liveCacheは障害監視機能と自動フェイルオーバー
機能を liveCacheに提供し、障害監視機能と自動再起動機能を SAP xserverに提供し
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ます。次の表に、Sun Cluster構成において SAP Supply Chain Management (SCM)
コンポーネントの保護に最も有効なデータサービスを示します。さらに図 1に、Sun
Cluster構成において SAP SCMコンポーネントの保護に最も有効なデータサービスを
示します。

表 1 liveCacheコンポーネントの保護

liveCacheのコンポーネント コンポーネントを保護するデータサービス

SAP APOセントラルインスタンス Sun Cluster HA for SAP

リソースタイプは SUNW.sap_ci_v2です。

このデータサービスの詳細は、『Sun Cluster Data
Service for SAPガイド (Solaris OS版)』を参照してくだ
さい。

SAP APOデータベース Sun Clusterソフトウェアと SAPによってサポートされ
る高可用性データベース。

SAP APOアプリケーションサーバー Sun Cluster HA for SAP

リソースタイプは SUNW.sap_as_v2です。

このデータサービスの詳細は、『Sun Cluster Data
Service for SAPガイド (Solaris OS版)』を参照してくだ
さい。

SAP liveCache AP xserver Sun Cluster HA for SAP liveCache

リソースタイプは SUNW.sap_xserverです。

SAP liveCacheデータベース Sun Cluster HA for SAP liveCache

リソースタイプは SUNW.sap_livecacheです。

NFSファイルシステム Sun Cluster HA for NFS

リソースタイプは SUNW.nfsです。

このデータサービスの詳細は、『 Sun Cluster Data
Service for Network File System (NFS)ガイド (Solaris OS
版)』を参照してください。
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図 1 liveCacheコンポーネントの保護

Sun Cluster HA for SAP liveCacheのイ
ンストールと構成
表 2に、 Sun Cluster HA for SAP liveCacheのインストールと構成に必要な作業を示
します。指定された順番どおりに、各作業を行ってください。

表 2 Task Map: Sun Cluster HA for SAP liveCacheのインストールと構成

作業 参照先

Sun Cluster HA for SAP liveCacheの
インストールの計画

SAPのマニュアル

12ページの「Sun Cluster HA for SAP liveCacheのイン
ストールと構成の計画」

ノードとディスクの準備 14ページの「ノードを準備する」

liveCacheのインストールと構成 15ページの「liveCacheをインストールして構成する
」

16ページの「liveCacheをクラスタで実行可能にする
」

liveCacheのインストールと構成の
確認

17ページの「liveCacheのインストールと構成を確認す
る」

Sun Cluster HA for SAP liveCacheのインストールと構成 11



表 2 Task Map: Sun Cluster HA for SAP liveCacheのインストールと構成 (続き)
作業 参照先

Sun Cluster HA for SAP liveCache
パッケージのインストール

18ページの「Sun Cluster HA for SAP liveCache
パッケージのインストール」

フェイルオーバーデータサービスと
しての Sun Cluster HA for SAP
liveCacheの登録と構成

23ページの「Sun Cluster HA for SAP liveCacheを登録
して構成する」

Sun Cluster HA for SAP liveCacheの
インストールと構成の確認

26ページの「Sun Cluster HA for SAP liveCacheのイン
ストールと構成の確認」

Sun Cluster HA for SAP liveCache障
害モニターの理解

28ページの「Sun Cluster HA for SAP liveCache障害モ
ニターの概要」

(任意) SUNW.sap_xserverリソー
スタイプのアップグレード

30ページの「SUNW.sap_xserverリソースタイプを
アップグレードする」

Sun Cluster HA for SAP liveCacheのイ
ンストールと構成の計画
ここでは、Sun Cluster HA for SAP liveCacheのインストールと構成の計画について
説明します。

注 – SAPのマニュアルをまだ読んでいない場合は、Sun Cluster HA for SAP liveCache
のインストールと構成を計画する前に読んでください。SAPのマニュアルには、Sun
Clusterのマニュアルに記載されておらず、Sun Clusterソフトウェアでも指示されな
い構成上の制約事項や要件が含まれています。

構成に関する要件

注意 –次の要件を満たさないと、データサービスの構成がサポートされない場合があ
ります。

ここで説明する要件を検討して、Sun Cluster HA for SAP liveCacheのインストール
と構成の計画を行なってください。これらの要件が適用されるのは、Sun Cluster HA
for SAP liveCacheだけです。 Sun Cluster HA for SAP liveCacheのインストールと構
成を始める前に、次の要件を満たしておく必要があります。
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すべてのデータサービスに適用される要件については、『Sun Clusterデータサービス
の計画と管理 (Solaris OS版)』を参照してください。

� SAP liveCacheバージョン 7.4以上を使用してください。
� liveCacheリソースのフェイルオーバー先になりえるすべてのノードで SAP

xserverが起動するように、SAP xserverを構成してください。この構成を実行す
るには、SAP xserverリソースグループと liveCacheリソースグループのノードリ
ストに、同じノードが指定されていなければなりません。さらに、SAP xserverリ
ソースの desired_primaries と maximum_primaries の値が liveCache の
nodelistパラメータで指定されたノード数と一致していなければなりません。
詳細は 23ページの「Sun Cluster HA for SAP liveCacheを登録して構成する」を
参照してください。

データサービスの標準構成
ここで説明する標準構成を使用して、Sun Cluster HA for SAP liveCacheのインス
トールと構成の計画を行なってください。 Sun Cluster HA for SAP liveCacheは、こ
こで紹介する標準構成をサポートします。 Sun Cluster HA for SAP liveCacheは、他
の構成もサポートする場合があります。ただし、Sunサービスプロバイダに連絡し、
他の構成に関する情報を得る必要があります。

図 2に、SAP APOセントラルインスタンス、APOアプリケーションサーバー、デー
タベース、および liveCacheを使用する 4ノードのクラスタを示します。APOセン
トラルインスタンス、データベース、および liveCacheは、フェイルオーバーデータ
サービスとして構成されています。 SAP xserverを構成できるのは、スケーラブル
データサービスとしてだけです。APOアプリケーションサーバーは、スケーラブル
データサービスとしてでも、フェイルオーバーデータサービスとしてでも構成できま
す。

図 2 4ノードのクラスタ

構成上の考慮事項
ここで説明する考慮事項を検討して、Sun Cluster HA for SAP liveCacheのインス
トールと構成の計画を行なってください。 Sun Cluster HA for SAP liveCacheのイン
ストールと構成に関する決定が、どのような影響をもたらすかについて考える必要が
あります。

Sun Cluster HA for SAP liveCacheのインストールと構成 13



� liveCacheは、APO Oracleデータベースと SAP R/3ソフトウェア用の大域デバイ
スグループとは別個の、専用の大域デバイスグループにインストールします。
liveCacheに別個の大域デバイスグループを用意することによって、liveCacheリ
ソースはliveCache 専用の HAStoragePlus リソースに依存できるようになりま
す。

� ユーザー root以外のユーザーとして SAP xserverを実行する場合は、SAP
xserverが動作するすべてのノード上でそのユーザーを作成し、Xserver_User拡
張プロパティでそのユーザーを定義します。 SAP xserverの起動と停止は、この拡
張プロパティで定義したユーザーに基づいて行われます。この拡張プロパティの
初期値はユーザー rootです。

構成計画に関する質問
ここで示す質問に基づいて、Sun Cluster HA for SAP liveCacheのインストールと構
成の計画を行なってください。『Sun Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris OS
版)』の「構成ワークシート」にあるデータサービスワークシートに、質問の答えを記
入してください。各質問の関連情報については、13ページの「構成上の考慮事項」
を参照してください。

� ネットワークアドレスとアプリケーションリソースにどのリソースグループを使用
しますか、またそれらの間にはどのような依存関係がありますか。

� データサービスへのアクセスにクライアントが使用する論理ホスト名 (liveCache
リソースの場合)を指定してください。

� システム構成ファイルはどこに置きますか。

クラスタファイルシステムではなく、ローカルファイルシステムにliveCacheのバ
イナリを置いておくメリットとデメリットについては、『Sun Clusterデータサー
ビスの計画と管理 (Solaris OS版)』を参照してください。

ノードとディスクの準備
ここでは、ノードとディスクを準備する手順について説明します。

� ノードを準備する
次の手順で、Sun Cluster HA for SAP liveCacheをインストールして構成するための
準備を行います。

1. すべてのノードでスーパーユーザーになります。

2. /etc/nsswitch.confファイルを構成します。
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a. liveCacheリソースをマスターする可能性のある各ノードで、
/etc/nsswitch.confファイルのデータベースエントリ group、project
、passwdとして、次のエントリの 1つを指定します。

database:
database: files
database: files [NOTFOUND=return] nis

database: files [NOTFOUND=return] nisplus

b. liveCacheリソースをマスターする可能性のある各ノードで、
/etc/nsswitch.confファイルの protocolsデータベースエントリとし
て、files を最初に指定する必要があります。

例:

protocols: files nis

Sun Cluster HA for SAP liveCacheでは、su - userコマンドと dbmcliコマンドを
使用して liveCacheの起動と停止を行います。
クラスタノードのパブリックネットワークに障害が発生すると、ネットワーク情報
ネームサービスが使用不能になることがあります。 /etc/nsswitch.conf
ファイルを上述のように変更することによって、su(1M)コマンドと dbmcliコマ
ンドは NIS/NIS+ネームサービスを参照しなくなります。

liveCacheのインストールと構成
ここでは liveCacheをインストールして構成する手順について説明します。

� liveCacheをインストールして構成する
次の手順で、liveCacheをインストールして構成します。

1. SAP APOシステムをインストールして構成します。

Sun Clusterソフトウェアに SAP APOシステムをインストールして構成する手順
については、『Sun Cluster Data Service for SAPガイド (Solaris OS版)』を参照して
ください。

2. liveCacheをインストールします。

注 –必要な論理ホストをまだ作成していない場合は、物理ホスト名を使用すること
によって liveCacheをインストールします。

詳細は、SAPのマニュアルを参照してください。
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3. 次のコマンドを使用して、SAP APOの管理者と liveCacheの管理者用に
.XUSER.62ファイルを作成します。

# dbmcli -d LC-NAME -n logical-hostname -us user,passwd

LC-NAME liveCacheデータベースインスタンスの名前 (大文字)

logical-hostname liveCacheリソースで使用する論理ホスト名

注意 –このファイルが正しく作成されていないと、SAP APOトランザクション
LC10も Sun Cluster HA for SAP liveCacheも正しく動作しません。

4. liveCacheリソースをインストールしたノードから liveCacheが動作するすべての
ノードに、 /usr/spool/sqlをコピーします。全ノードでこれらのファイルの
所有権を、liveCacheをインストールしたノード上での設定と一致させる必要があ
ります。

例:

# tar cfB - /usr/spool/sql | rsh phys-schost-1 tar xfB -

� liveCacheをクラスタで実行可能にする
SAPの標準インストール時に、liveCacheは物理ホスト名を指定してインストールさ
れます。論理ホスト名を使用するように liveCacheを変更し、liveCacheが Sun
Cluster環境で動作するようにしなければなりません。次の手順で、クラスタで
liveCacheが動作するようにします。

1. ネットワークリソースや liveCacheリソースを収容するフェイルオーバーリソース
グループを作成します。

# scrgadm -a -g livecache-resource-group [-h nodelist]

2. 使用するすべてのネットワークリソースがネームサービスデータベースに追加され
ているかどうかを確認します。

3. フェイルオーバーリソースグループにネットワークリソース (論理ホスト名)を追
加します。

# scrgadm -a -L -g livecache-resource-group\ -l lc-logical-hostname [-n netiflist]

4. フェイルオーバーリソースグループを有効にします。

# scswitch -Z -g livecache-resource-group

5. liveCacheリソースグループを収容するノードにログオンします。
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6. xliveCacheリソースグループを収容するノードで SAP xserverを手動で起動しま
す。

# su - lc-nameadm
# x_server start

lc-name liveCacheデータベースインスタンスの名前 (小文字)

7. SAP GUIを使用し、ユーザー DDICで SAP APOシステムにログオンします。

8. トランザクション LC10に進み、liveCacheホストを手順 3で定義した論理ホスト
名に変更します。

liveCache host: lc-logical-hostname

liveCacheのインストールと構成の確認
ここでは、liveCacheのインストールと構成を確認する手順について説明します。

� liveCacheのインストールと構成を確認する
次の手順で、liveCacheのインストールと構成を確認します。データサービスをまだ
インストールしていないため、この手順ではアプリケーションの可用性が高いかどう
かを確認することはできません。

1. SAP GUIを使用し、ユーザー DDICで SAP APOシステムにログオンします。

2. トランザクション LC10に進みます。

3. liveCacheの状態をチェックできることを確認します。

4. 次の dbmcliコマンドがユーザー lc_nameadmとして動作することを確認します。

# dbmcli -d LC_NAME -n logical-hostname db_state

# dbmcli -d LC_NAME -n logical-hostname db_enum
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Sun Cluster HA for SAP liveCache
パッケージのインストール
最初に Sun Clusterをインストールするときに、Sun Cluster HA for SAP liveCache
パッケージをインストールしなかった場合は、この手順でパッケージをインストール
してください。 Sun Cluster HA for SAP liveCacheパッケージをインストールする各
クラスタノードで、この手順を実行します。この手順を実行するには、Sun Java
Enterprise System Accessory CD Volume 3が必要です。

複数のデータサービスを同時にインストールする場合は、『Sun Clusterソフトウェア
のインストール (Solaris OS版)』の「ソフトウェアのインストール」に記載されてい
る手順を実行してください。

Sun Cluster HA for SAP liveCacheパッケージは、次のどちらかのインストールツー
ルを使用してインストールします。

� Web Startプログラム
� scinstallユーティリティ

注 – Web Startプログラムは、Sun Cluster 3.1データサービス 10/03より前のリリー
スでは利用できません。

� Web Startプログラムを使用して Sun Cluster HA
for SAP liveCacheパッケージをインストールする
Web Startプログラムは、コマンド行インタフェース (CLI)またはグラフィカルユー
ザーインタフェース (GUI)のどちらでも実行できます。作業の内容と順序は、CLIで
も GUIでも同様です。Web Startプログラムの詳細は、installer(1M)のマニュア
ルページを参照してください。

1. Sun Cluster HA for SAP liveCacheパッケージをインストールするクラスタノー
ドで、スーパーユーザーになります。

2. (省略可能) GUIを使用してWeb Startプログラムを実行する場合は、DISPLAY環
境変数を設定しておく必要があります。

3. CD-ROMドライブに Sun Java Enterprise System Accessory CD Volume 3を読
み込みます。

ボリューム管理デーモンvold(1M)が実行され、CD-ROMデバイスを管理するよ
うに構成されている場合、CD-ROMは /cdrom/cdrom0ディレクトリに自動的に
マウントされます。
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4. CD-ROMの Sun Cluster HA for SAP liveCacheコンポーネントディレクトリに
切り替えます。

Sun Cluster HA for SAP liveCacheデータサービス用のWeb Startプログラムはこ
のディレクトリにあります。

# cd /cdrom/cdrom0/\

components/SunCluster_HA_SAP_liveCache_3.1

5. Web Startプログラムを起動します。

# ./installer

6. プロンプトに対して、インストールのタイプを選択します。

� Cロケールだけをインストールする場合は、Typicalを選択します。
� その他のロケールをインストールする場合は、Customを選択します。

7. 表示される手順に従って、ノードに Sun Cluster HA for SAP liveCacheパッケー
ジをインストールします。

インストールの完了後、Web Startプログラムはインストールのサマリを出力しま
す。このサマリによって、インストール中にWeb Startプログラムが作成したロ
グを表示できます。これらのログは、/var/sadm/install/logsディレクトリ
にあります。

8. Web Startプログラムを終了します。

9. CD-ROMドライブから Sun Java Enterprise System Accessory CD Volume 3を
読み取り解除します。

a. CD-ROMが使用されないように、CD-ROM上には存在しないディレクトリに
切り替えます。

b. CD-ROMを取り出します。

# eject cdrom

� scinstallユーティリティーを使用して、Sun
Cluster HA for SAP liveCacheパッケージをインス
トールする
1. CD-ROMドライブに Sun Java Enterprise System Accessory CD Volume 3を読
み込みます。

2. オプションは指定せずに、scinstallユーティリティーを実行します。

scinstallユーティリティーが対話型モードで起動します。
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3. 「Add support for new data service to this cluster node」メニューオプションを
選択します。

scinstallユーティリティーにより、ほかの情報を入力するためのプロンプトが
表示されます。

4. Sun Java Enterprise System Accessory CD Volume 3のパスを指定します。

ユーティリティーはこの CD-ROMをデータサービス CD-ROMとして示します。

5. インストールするデータサービスを指定します。

選択したデータサービスが scinstallユーティリティーによって示され、この選
択内容の確認が求められます。

6. scinstallユーティリティーを終了します。

7. ドライブから CD-ROMを取り出します。

Sun Cluster HA for SAP liveCacheの登
録と構成
ここでは Sun Cluster HA for SAP liveCacheの構成手順について説明します。

Sun Cluster HA for SAP liveCacheの拡張プロパ
ティ
表 3と表 4の拡張プロパティを使用して、リソースを作成します。次のコマンド行
を使用して、リソースを作成するときに拡張プロパティを構成します。

scrgadm -x parameter=value
リソースを作成済みの場合は、『Sun Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris OS
版)』の「リソースタイプ、リソースグループ、リソースプロパティの変更」の手順に
従って、拡張プロパティを構成します。拡張プロパティの中には動的に変更できるも
のがあります。それ以外の拡張プロパティは、リソースを作成するか無効にするとき
にしか更新できません。表 3と表 4の調整フィールドは、各プロパティをいつ更新
できるかを示します。 Sun Clusterのすべてのプロパティの詳細については、『Sun
Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris OS版)』の「標準プロパティ」を参照し
てください。

20 Sun Cluster Data Service for SAP liveCacheガイド (Solaris OS版) • 2004年 4月, Revision A



表 3 Sun Cluster HA for SAP liveCache (SUNW.sap_xserver)の拡張プロパティ

名前/データタイプ 説明

Confdir_List (オプション)文字列 liveCacheソフトウェアのディレクトリおよび
インスタンスのディレクトリ

デフォルト: /sapdb

範囲:なし

調整:作成時

Independent_Program_Path (オプション)
文字列

SAP xserverシステム用の次のプログラムおよ
びライブラリが格納されているディレクトリ
へのフルパスです。
� データベースソフトウェアのバージョンに
依存しないプログラム

� クライアント実行時環境用のライブラリ

Sun Cluster HA for SAP liveCacheは、このプ
ロパティの値によって x_serverコマンドへ
のパスを判断します。 x_serverコマンド
は、このプロパティが指定するディレクトリ
の binサブディレクトリにあります。

範囲:なし

調整:無効時 (When_ disabled)

導入リリース: 3.1 4/04

Monitor_retry_count 障害モニターに許されている PMF再起動の回
数

デフォルト: 4

調整:任意の時点

Monitor_retry_interval 障害モニターを再起動する間隔 (分単位)

デフォルト: 2

調整:任意の時点

Probe_timeout プローブのタイムアウト値 (秒単位)

デフォルト: 120

調整:任意の時点
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表 3 Sun Cluster HA for SAP liveCache (SUNW.sap_xserver)の拡張プロパティ (続
き)
名前/データタイプ 説明

Soft_Stop_Pct (オプション)整数 SIGKILLを使用してすべての SAP xserverプ
ロセスを停止する前に、SAPユーティリ
ティー x_server stop を使用することに
よって SAP xserverを停止するための停止タ
イムアウトの割合。

デフォルト: 50

範囲: 1-100

調整:無効時 (When_ disabled)

Xserver_User (オプション)文字列 SAP xserverシステム管理者のユーザー名

デフォルト: root

範囲:なし

調整:作成時

表 4 Sun Cluster HA for SAP liveCache (SUNW.sap_livecache)の拡張プロパティ

名前/データタイプ 説明

Confdir_list (オプション)文字列 liveCacheソフトウェアのディレクトリおよび
インスタンスのディレクトリ

デフォルト: /sapdb

範囲:なし

調整:作成時

Livecache_name (必須)文字列 liveCacheデータベースインスタンスの名前

デフォルト:なし

範囲:なし

調整:作成時

Monitor_retry_count 障害モニターに許されている PMF再起動の回
数

デフォルト: 4

調整:任意の時点

Monitor_retry_interval 障害モニターを再起動する間隔 (分単位)

デフォルト: 2

調整:任意の時点
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表 4 Sun Cluster HA for SAP liveCache (SUNW.sap_livecache)の拡張プロパティ (続
き)
名前/データタイプ 説明

Probe_timeout プローブのタイムアウト値 (秒単位)

デフォルト: 90

調整:任意の時点

� Sun Cluster HA for SAP liveCacheを登録して構成
する
次の手順で、liveCacheデータベースに対応するフェイルオーバーデータサービスと
して Sun Cluster HA for SAP liveCacheを、スケーラブルデータサービスとして SAP
xserverを構成します。この手順を実行する前に、データサービスパッケージをイン
ストールしておく必要があります。最初に Sun Clusterをインストールするときに、
Sun Cluster HA for SAP liveCacheパッケージをインストールしなかった場合は、
18ページの「Sun Cluster HA for SAP liveCacheパッケージのインストール」を参照
して、データサービスパッケージをインストールしてください。それ以外の場合は、
ここで説明する手順で、Sun Cluster HA for SAP liveCacheを構成します。

注意 –同一クラスタに複数の SAP xserverリソースを構成しないでください。SAP
xserverは 1つでクラスタ内の複数の liveCacheインスタンスに対応するからです。
同一クラスタ上で複数の SAP xserverリソースを動作させると、SAP xserverリソー
ス間で衝突が発生します。このような衝突が発生すると、あらゆる SAP xserverリ
ソースが利用できなくなります。 SAP xserverを 2回起動しようとすると、「
Address already in use」というメッセージが表示されます。

1. liveCacheリソースを収容するクラスタノードの 1つで、スーパーユーザーになり
ます。

2. lcclusterファイルを lcinitファイルと同じ場所にコピーします。

# cp /opt/SUNWsclc/livecache/bin/lccluster \

/sapdb/LC-NAME/db/sap

LC-NAME liveCacheデータベースインスタンスの名前 (大文字)

3. lccluster ファイルを編集し、 put-LC_NAME-here と put-Confdir_list-
hereの値を指定します。

注 – put-Confidir_list-hereの値を指定できるのは、Sun Clusterのバー
ジョン 3.1に限られます。

Sun Cluster HA for SAP liveCacheのインストールと構成 23



a. lcclusterファイルを開きます。

# vi /sapdb/LC-NAME/db/sap/lccluster \LC_NAME="put-LC_NAME-here" \

CONFDIR_LIST="put-Confdir_list-here"

注 – CONFDIR_LIST=”put-Confdir_list-hereエントリを使用できるの
は、Sun Clusterのバージョン 3.1だけです。

b. put-LC_NAME-hereに liveCacheのインスタンス名を指定します。 liveCache
のインスタンス名は、Livecache_Name拡張プロパティで定義した値です。

具体例は、手順 cを参照してください。

LC_NAME="liveCache-instance-name"

c. put-Confdir_list-hereに Confidir_list拡張プロパティの値を指定し
ます。

注 –この手順が必要なのは、Sun Clusterバージョン 3.1の場合だけです。それ
以前の Sun Clusterを実行している場合は、この手順を省いてください。

CONFDIR_LIST="liveCache-software-directory"

例:

liveCacheのインスタンス名が LC1で、なおかつ liveCacheソフトウェアディレク
トリが /sapdbの場合、次のように lcclusterスクリプトを編集します。

LC_NAME="LC1"

CONFDIR_LIST="/sapdb" [Sun Cluster 3.1 version only]

4. liveCacheリソースグループに HAStoragePlusリソースを追加します。

# scrgadm -a -t SUNW.HAStoragePlus
# scrgadm -a -j livecache-storage-resource -g livecache-resource-group \
-t SUNW.HAStoragePlus -x filesystemmountpoints=mountpoint,... \

-x globaldevicepaths=livecache-device-group -x affinityon=TRUE

注 –フェイルオーバーを行うためには、AffinityOnが TRUEに設定され、ローカル
ファイルシステムが広域ディスクグループ上に存在する必要があります。

HAStoragePlusリソースの設定手順については、『Sun Clusterデータサービスの
計画と管理 (Solaris OS版)』を参照してください。

5. liveCacheストレージリソースを有効にします。
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# scswitch -e -j livecache-storage-resource

6. liveCacheデータベースのリソースタイプを登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.sap_livecache

7. SAP xserverのリソースタイプを登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.sap_xserver

8. SAP xserverのスケーラブルリソースタイプを作成します。 liveCacheが動作する
可能性のあるすべてのノードで実行するように SAP xserverを構成します。

注 – liveCacheリソースのフェイルオーバー先になりえるすべてのノードで SAP
xserverが起動するように、SAP xserverを構成してください。この構成を実行す
るには、SAP xserverリソースグループの nodelistパラメータに、liveCacheリソー
スグループの nodelistで指定されたすべてのノードが含まれていなければなりませ
ん。さらに、SAP xserverリソースグループの desired_primariesと
maximum_primariesの値を一致させる必要があります。

# scrgadm -a -g xserver-resource-group \
-y Maximum_primaries=value \
-y Desired_primaries=value \

-h nodelist

9. このスケーラブルリソースグループの中に SAP xserverリソースを作成します。

# scrgadm -a -j xserver-resource\
-g xserver-resource-group -t SUNW.sap_xserver

どのような拡張プロパティがあるかについては、20ページの「Sun Cluster HA for
SAP liveCacheの拡張プロパティ」を参照してください。

10. SAP xserverリソースが含まれているスケーラブルリソースグループを有効にしま
す。

# scswitch -Z -g xserver-resource-group

11. liveCacheのリソースを登録します。

# scrgadm -a -j livecache-resource -g livecache-resource-group \
-t SUNW.sap_livecache -x livecache_name=LC-NAME \

-y resource_dependencies=livecache-storage-resource

12. SAP xserverと liveCacheとの間にリソースグループの依存関係を設定します。

# scrgadm -c -g livecache-resource-group \

-y rg_dependencies=xserver-resource-group

13. liveCacheフェイルオーバーリソースグループを有効にします。

# scswitch -Z -g livecache-resource-group
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14. liveCacheのフェイルオーバー先となりえるノード上で APOアプリケーション
サーバーを実行していますか。

� 該当しない場合は、これで完了です。
� 該当する場合は、手順 15に進んでください。

15. RGOffloadリソースの rg_to_offloadリストに、スケーラブル APOアプリ
ケーションサーバーリソースグループがすでに含まれていますか。

# scrgadm -pvv | grep -i rg_to_offload | grep value:

� 起動した場合は、この手順を終了します。

� 該当しない場合は、liveCacheリソースグループに RGOffloadリソースを追加
することを検討してください。

このように構成すると、APOアプリケーションサーバーが実行中のノードに
liveCacheリソースがフェイルオーバーされた場合、APOアプリケーション
サーバーを自動的に停止できます。

RGOffloadリソースの設定手順については、『Sun Clusterデータサービスの計
画と管理 (Solaris OS版)』を参照してください。

Sun Cluster HA for SAP liveCacheのイ
ンストールと構成の確認
ここでは、データサービスが正しくインストールされ構成されているかどうかを確認
する手順について説明します。

� Sun Cluster HA for SAP liveCacheのインストール
と構成を確認する
次の手順で、Sun Cluster HA for SAP liveCacheが正しくインストールされて構成さ
れているかどうかを確認します。次の表を参考に、liveCacheデータベースのさまざ
まな状態を理解してください。

表 5 liveCacheデータベースの状態

状態 説明

OFFLINE liveCacheは動作していません。

COLD liveCacheを管理作業に使用できます。
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表 5 liveCacheデータベースの状態 (続き)
状態 説明

WARM liveCacheはオンラインです。

STOPPED INCORRECTLY liveCacheは不適切に停止しました。これ
は、liveCacheの起動または停止時に発生する
一時的な状態の 1つでもあります。

ERROR 現在の状態を判別できません。これは、
liveCacheの起動または停止時に発生する一時
的な状態の 1つでもあります。

UNKNOWN これは、liveCacheの起動または停止時に発生
する一時的な状態の 1つです。

1. liveCacheリソースが含まれるリソースグループに対応するノードにログオンし、
障害モニターが正しく動作するかどうかを確認します。

a. すべての liveCacheプロセスを停止することによって、liveCacheを異常終了
させます。

Sun Clusterソフトウェアが liveCacheを再起動します。
この動作を確認できない場合は、23ページの「Sun Cluster HA for SAP
liveCacheを登録して構成する」で手順 2と手順 3を正しく実行していない
可能性があります。

# ps -ef|grep sap|grep kernel

# kill -9 livecache-processes

b. LC10 の Stop liveCache ボタンを使用するか、または lcinit コマンドを実
行することによって、liveCacheを終了します。

Sun Clusterソフトウェアは liveCacheを再起動しません。ただし、liveCache
リソース状態メッセージには、LC10 の Stop liveCache ボタンまたは
lcinitコマンドによって、Sun Clusterソフトウェアの外部で liveCacheが停
止したことが示されます。 liveCacheリソースの状態は UNKNOWNです。ユー
ザーが LC10の Start liveCacheボタンまたは lcinitコマンドを使用し、
liveCacheが正常に起動すると、Sun Cluster HA for SAP liveCache障害モニ
ターがリソースの状態と状態メッセージを更新して、Sun Clusterソフトウェア
の制御下で liveCacheが稼働していることが示されます。
この動作を確認できない場合は、23ページの「Sun Cluster HA for SAP
liveCacheを登録して構成する」で手順 2と手順 3を正しく実行していない
可能性があります。

2. SAPのGUIを使用してユーザー DDICで SAP AOPにログオンし、トランザク
ション LC10を使用して liveCacheが正しく起動することを確認します。

3. ユーザー rootとして、liveCacheリソースグループを別のノードに切り替えます。

# scswitch -z -g livecache-resource-group -h node2
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4. liveCacheリソースが動作する可能性のある各ノードで、手順 1から手順 3を繰り
返します。

5. SAP xserverリソースに対応するノードにログオンし、障害モニターが正しく動作
するかどうかを確認します。

すべての SAP xserverプロセスを停止することによって、SAP xserverを異常終了
させます。

# ps -ef|grep xserver

# kill -9 xserver-process

Sun Cluster HA for SAP liveCache障害
モニターの概要
この情報は、Sun Cluster HA for SAP liveCacheの障害モニターを理解するうえで役
立ちます。ここでは、Sun Cluster HA for SAP liveCache障害モニターの検証アルゴ
リズムまたは機能について説明し、検証エラーに関連する条件、メッセージ、回復ア
クション、さらに正常な検証に関連する条件とメッセージを示します。

拡張プロパティ
Sun Cluster HA for SAP liveCache障害モニターで使用する拡張プロパティについて
は、20ページの「Sun Cluster HA for SAP liveCacheの拡張プロパティ」を参照して
ください。

Monitor_checkメソッド
liveCacheリソースの Monitor_checkメソッドは、そのノードで SAP xserverを使
用できるかどうかを調べます。そのノードで SAP xserverを使用できない場合、メ
ソッドがエラーを返し、このノードへの liveCacheのフェイルオーバーを拒否しま
す。

SAP xserverと liveCacheの間で、相互参照グループリソースの依存関係を確立する
には、このメソッドが必要です。

検証アルゴリズムと機能
Sun Cluster HA for SAP liveCacheにはリソースタイプごとに 1つずつ障害モニター
があります。

� 29ページの「SAP xserverの障害モニター」 (SUNW.sap_xserver)
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� 29ページの「liveCacheの障害モニター」 (SUNW.sap_livecache)

SAP xserverの障害モニター
SAP xserver の親プロセスは、プロセスモニター pmfadm によって制御されます。 親
プロセスが停止または終了されると、プロセスモニターが SAP xserver障害モニター
に伝え、SAP xserver障害モニターが実行するアクションを決定します。

SAP xserver障害モニターは次の手順をループで実行します。

1. Thorough_probe_intervalの間、休止します。

2. SAPユーティリティーdbmcliを db_enumと組み合わせて使用し、SAP xserver
の可用性を調べます。

� SAP xserverが使用できない場合、SAP xserver検証は SAP xserverリソースを
再起動します。最大再起動回数に達すると、SAP xserver監視モニターは、
SAP xserverを使用できない SAP xserverリソースをオフラインにします。

� チェックプロセスの間にシステムエラーメッセージが syslog に書き込まれる
と、SAP xserverプローブは部分障害が発生したとみなします。
probe_intervalの間に、システムエラーメッセージが 4回にわ
たってsyslogに書き込まれると、SAP xserverプローブは SAP xserverを再起
動します。

liveCacheの障害モニター
liveCacheプローブが liveCache親プロセスの有無、liveCacheデータベースの状態、
さらにユーザーが Sun Clusterソフトウェアの外部で liveCacheを意図的に停止した
かどうかを調べます。ユーザーが LC10の Stop liveCacheボタンまたは lcinit
コマンドを使用して、Sun Clusterソフトウェアの外部で liveCacheを停止した場合、
liveCacheプローブはユーザーが Sun Clusterソフトウェアの外部で liveCacheを意図
的に停止したものとみなします。

ユーザーが LC10の Stop liveCacheボタンまたは lcinitを使用することに
よって、Sun Clusterソフトウェアの外部で liveCacheを意図的に停止した場合は、
Sun Cluster HA for SAP liveCache障害モニターがこのアクションが反映されるよう
にリソースの状態と状態メッセージを更新します。liveCacheの再起動は行われませ
ん。ユーザーが LC10の Start liveCacheボタンまたは lcinitコマンドを使用
することによって、Sun Clusterソフトウェアの外部で liveCacheを正常に再起動した
場合、Sun Cluster HA for SAP liveCache障害モニターはリソースの状態と状態
メッセージを更新して、liveCacheが Sun Clusterソフトウェアの制御下で動作してい
ることを示します。また、 liveCacheが OFFLINEであることが検出された場合は、
Sun Cluster HA for SAP liveCache障害モニターが適切なアクションを実行します。

liveCacheデータベースの状態から、liveCacheが動作していない、または liveCache
の親プロセスが打ちきられたことがわかると、Sun Cluster HA for SAP liveCache障
害モニターが liveCacheを再起動するか、またはフェイルオーバーします。
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Sun Cluster HA for SAP liveCache障害モニターは次の手順をループで実行します。
いずれかの手順で「liveCache is offline」が戻ると、liveCache プローブは
liveCacheを再起動するか、またはフェイルオーバーします。

1. Thorough_probe_intervalの間、休止します。

2. dbmcliユーティリティーを db_stateと組み合わせて使用し、liveCacheデータ
ベースの状態を調べます。

3. liveCacheがオンラインの場合、liveCacheプローブはliveCacheの親プロセスを調
べます。

� 親プロセスが終了すると、liveCache プローブは「liveCache is offline」
を戻します。

� 親プロセスがオンラインの場合、liveCacheプローブは「OK」を戻します。

4. liveCacheがオンラインではない場合、liveCacheプローブはユーザーが LC10の
Stop liveCache ボタンまたは lcinit コマンドを使用することによって、
liveCacheを Sun Clusterソフトウェアの外部で停止したかどうかを判別します。

5. ユーザーが LC10の Stop liveCacheボタンまたは lcinitコマンドを使用し
て、Sun Cluster ソフトウェアの外部で liveCache を停止した場合は、「OK 」を戻
します。

6. ユーザーが LC10 のStop liveCache ボタンまたは lcinit コマンドを使用し
て、Sun Clusterソフトウェアの外部で liveCacheを停止していない場合は、SAP
xserverの可用性を調べます。

� SAP xserver が使用できない場合は、「OK 」を戻します。SAP xserver が使用
できないと、プローブは liveCacheを再起動できないからです。

� SAP xserver を使用できる場合は、「liveCache is offline」を戻します。

7. システムファンクションコールからエラーが伝えられた場合は、「 system
failure」を戻します。

SUNW.sap_xserverリソースタイプを
アップグレードする
次のリストの条件がすべて満たされた場合は、SUNW.sap_xserverリソースタイプ
をアップグレードします。

� 旧バージョンの Sun Cluster HA for SAP liveCacheデータサービスからアップグ
レードする

� SUNW.sap_xserver リソースタイプの新機能を使用する必要があります。
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リソースタイプをアップグレードする一般的な手順については、『Sun Clusterデータ
サービスの計画と管理 (Solaris OS版)』の「リソースタイプのアップグレード」を参
照してください。このあと、SUNW.sap_xserverリソースタイプのアップグレード
を完了するために必要な情報を示します。

新しいリソースタイプバージョンの登録に関する
情報
リソースタイプのバージョンと Sun Clusterデータサービスのリリースの関係を次の
表に示します。 Sun Clusterデータサービスのリリースは、リソースタイプが導入さ
れたバージョンを表します。

リソースタイプのバージョン Sun Clusterデータサービスのリリース

1.0 3.0 5/02非同期リリース

2 3.1 4/04

登録されているリソースタイプのバージョンを調べるには、次のどちらかのコマンド
を使用します。

� scrgadm -p
� scrgadm -pv

このリソースタイプに対応するリソースタイプ登録 (RTR)ファイル:
/opt/SUNWsclc/xserver/etc/SUNW.sap_xserver

リソースタイプの既存インスタンスの移行に関す
る情報
SUNW.sap_xserverリソースタイプのインスタンスを移行するために必要な情報
は、次のとおりです。

� 移行を実行できるのは、リソースが監視対象でない場合だけです。

� SUNW.sap_xserverリソースタイプの新機能を使用する場合は、
Type_versionプロパティに設定する必要がある値は 2です。

� SAP xserver実行環境のプログラムとライブラリを含むディレクトリを指定する場
合は、 Independent_Program_Path 拡張プロパティを設定します。 詳細につ
いては、20ページの「Sun Cluster HA for SAP liveCacheの拡張プロパティ」を
参照してください。

次の例に、SUNW.sap_xserverリソースタイプのインスタンスを編集するコマンド
の例を示します。
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例 1アップグレード時の SUNW.sap_xserverリソースタイプのインスタンスの編集

# scrgadm -cj sapxserver-rs -y Type_version=2 \

-x Independent_Program_Path=/sapdb/indep_prog

このコマンドによって、SUNW.sap_xserverリソースが次のように編集されます。

� SUNW.sap_xserver リソースの名前は、 sapxserver-rs です。
� このリソースのType_versionプロパティには 2が設定されます。
� 独立したプログラムパスは /sapdb/indep_prog です。
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